









































































































































































































































































































































































































































































(18)『儒蔵』精華編第 104 冊 ( 北京大学出版社 2007 年 ) 所収『論語義疏』、また「中国
思想史資料叢刊」（中華書局 2013 年）所収『論語義疏』の該当個所の注を見よ。わ
ずか一条の注釈にかかわることであるが、武内義雄の校語は、旧抄本論語義疏に日
本人による異説異論が紛れ込んでいるという誤解を与えかねない。この校定及び校
勘記が後に及ぼす影響は大きいといわざるをえない。
〔追記〕武内義雄は、底本とした文明本が第二部分のはじめに「昺云」と記され、第三
部分が第二部分と一連の文として記述されているところから、そのすべてを正義の
文と見て、削除してしまったのかもしれない。
 （東京外国語大学名誉教授）
